
核燃・だまっちゃおられん津軽の会では2014年6月7日に第7回総会を行いまし

た。本年度の運営委員が下記のように承認されました。

代 表：宮永 崇史

副 代 表：阿部 東

副 代 表：安藤 晴美

副 代 表：仁平 將

運営委員：藤原 竹二（中弘南黒地区労連）

運営委員：未 定 （日本科学者会議弘前分会）

運営委員：未 定 （津軽保健生活協同組合）

運営委員：深作 拓郎（弘前大学職員組合）

運営委員：木村 匡宏（(株)ファルマ）

運営委員：黒沼 利三（市民が主人公のみんなの会）

運営委員：小西 勇一（共産党津軽地区委員会）

運営委員：坂本恵津子（新婦人弘前支部）

運営委員：須藤 宏（津軽農民組合）

運営委員：二川原 一（年金者組合）

運営委員：小山 秀人（コープあおもり弘前地域）

運営委員：山本 陽子（健生病院労働組合）

運営委員：大坪 正一（事務局長）

運営委員：中澤 博子（事務局次長）

運営委員：髙松 利昌（事務局員）

運営委員：相馬小百合（事務局員）
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「日本の青空」「いのちの山河」につづくシリーズの 3 作目としてつくられた映画の
上映運動に、核燃・だまっちゃおられん津軽の会のみんなで取り組みました。（4月 20
日上映）

それぞれの団体が持ら寄ったハンカチには、映画の 1 シーンと同じ＜「私たらの町
には『原発はいらない』『核燃はいらない』」のそれぞれの思いがいろいろな言葉で記

されていました。上映会当日には映画を観に来てくれた方達も心をこめて色とりどり

のハンカチに「原発・核燃いらない」の思いを書いてくださり会場の受付前のボード

はハンカチでいっぱいになったのです。映画を観た感想文 100 枚と、この 100 枚以上
のハンカチは私たらの運動の宝物になりました。

新婦人弘前支部はこのハンカチを実行委員会からお預かりして、様々な大きさ様々

な色のハンカチをパズルのように組み合わせてすてきなタペストリーを作りました！

家で眠っていた色とりどりのリボンで表した文字も添えられお金をかけずにすてきな

タペストリーになったのです。

タペストリーのデビュー戦は、5 月 1 日のメーデー。なんとなんとデコレーション
の最優秀賞をいただいたのです。ハンカチに思いを寄せてくださったみなさんありが

とうございました。その後、平和行進へ、母親大会へ、大間原発反対現地集会へとた

＜さん出場し活躍しています。どこかでお目にかかったら声をかけてくださいね。

◎現在事務局員を募集中！会員の方でやってみたいと思わ
れる方、ぜひ事務局までご連絡ください！

◎会費納入をお願いします。振込用紙をお使いください。

2014 年度も引き続き代表を務めることになりました、宮永崇史です。この会の活動も 7 年目に入ります。福島の事故は世界的にみても未曾有の原発事故だっ
たはずなのに、人の気持ちは移ろいやすいもので、マスコミもあまり注目しなくなったかのように見えます。しかし、事態は一考に回復しているわけではあり

ません。また、身体的にも精神的にも原発事故の後遺症が実は進んでいます。日本人の特徴といいますか、過去を水に流すことのできる性質にある意味恨めし

さも感じます。一方で、今年になって大飯原発差し止め裁判では画期的な判決が出ました。ここではその一部を紹介するにとどめますが、ぜひ機会があれば全

文を読んでみてください。

「たとえ本件原発の運転停止で多額の貿易赤字が出るとしても、国富の流失や喪失というべきではなく、豊かな国土とそこに国民が根を下ろして生活してい

ることが国富であり、これを取り戻せなくなることが国富の喪失だと当裁判所は考える。」

かつての伊方原発訴訟から考えると司法もそして政治も徐々に変わってきていると思います。核の問題に真正面から向き合うには、日本人の特徴自体を帰る

作業が必要かもしれません。そのためにもこれまで同様、息の長い反核燃・反原発運動を皆さんと一緒に続けてゆきたいと考えています。今年一年よろしくお

願いします。




